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１．緒言

これまで、循環型産学協働ものづくりプロジェクト

を通して、社会の要求を課題として課題発見型のPBL

を実施してきた。しかしながら、工学的な技術を必要

としている社会の要求や市場は潜在的に大きくても、

実現可能な技術についての知識や認知度が低いために、

要求を実現できないばかりでなくアイデアさえ湧いて

こない現状にあることを、これまでのプロジェクトを

実施してきた中で感じてきた。逆に、学生の方は、習

得した知識や技術を製品開発にどう役立てればよいの

かが全くわかっておらず、さらに学生を指導する教員

としても商品化に至る詳細な流れや手続きについての

知識、経験が不十分であることが多い。そこで、新し

い教育プロジェクトとして、授業やものづくりの中で

学んだ技術を基に学生側から企業に新商品のアイデア

を提案、そして共同開発し、新しい概念の商品を開発

するか、既存の製品に新しい付加価値をつけ商品化す

るような、これまでより高度なものづくりを行うこと

を目的として図1に示すような提案型共同開発プロジ

ェクトを企画した。

図１ 学生が技術提案を行う共同開発

２．開発に至る経過

全くものづくり工程を経験していない学生が突然

商品化の責を担うとなると、一般に荷が重過ぎること

になる。そこで３年次にものづくりプロジェクトを経

験した学生（4年次）に対する次のステップの教育と

して本プロジェクトを実施する。まず学生からこれま

で習得した技術の中で提供できるものや、生じたアイ

デアについて企業側に提案させる。この提案に対して

賛同企業を募集することになるが、プロジェクトを成

功させる、すなわち、学生側と企業側の双方に利が生

じるためには、それぞれの能力や規模に応じたマッチ

ングが必要である。提案を Web等で広く広報し応募を

募ることは当然考えられるが、場合によっては、相手

を選べないこともありえるので、実際は教員が適当と

思われる企業をいくつか選定し、個別に伺いを立てる

方が学生が成果を得やすいことが予想される。しかし

この場合、商品化に対する安易な持ちかけは、事業リ

スクを背負う企業側には、不信感を持たれることも十

分に考えられるため、緩やかな接近が必要である。し

たがって第三者を通して様子を伺いながら話を進める

ことが、双方にとって適切な選択を行うことができる。

そこで、日頃取引のある業者に情報を流してもらい、

関心を示す企業を探すことにした。受け入れ先が決ま

ったらグループを結成して、商品化に向けた製品開発

について企業と交渉にあたる。双方のかける予算につ

いては、大学側は基本的に開発のために必要な環境の

整備や予備試験費に使用し、実際開発する製品の材料

費や加工費などは企業側が負担することとした。今回

H26年度は、4年の半期必須の授業で行うために、プ

ロジェクト期間や予算を考慮して、人々の生活に直接

関係する比較的小規模の製品を対象とし、学生から出

されたシーズ、すなわち提案技術については「メカト

ロによる自動化技術とモバイル端末によるコントロー

ル」となり、マッチングの結果、受け入れ企業には、

有限会社 ドルフィンライフプロジェクト（白河インテ

リア工業）が挙がり、インテリア用品（照明、カーテ

ン、家具）の無線コントロールを可能にする商品を考

えるに至った。すでに製品化されている商品に対する

優位性として、

・顧客要求（市場性）

・製品の新規性

・オリジナル商品とのコラボ

・生産コスト（商品価格）

・メンテナンス（アフターサービス）

の面から検討し、最初は共同開発先のオリジナル商品

（ロールカーテン）に電動昇降機能の付加価値をつけ

ることから開発が始まった。

３．ロールカーテン電動昇降装置の開発

図２はロールカーテン用として最初に製作した電動

昇降装置のプロトタイプである。コントローラーと通

信モジュールおよびモータで構成されるメカ部は、カ

ーテン上部のカバーによって隠すことができ、そのた



め部品の選択の自由度が高く、製作は容易である。

スマートフォンとの通信方法については電力消費量

（充電頻度）を抑えるためBluetooth LEを用いた。

図２ ロールカーテンの電動昇降装置

３．ロールスクリーン電動昇降装置の開発への展開

ロールカーテン用装置に対する共同開発者の評価

が高く、最近需要の高いロールスクリーン用を開発す

る展開に至った。ロールスクリーン（図３）の場合、

取付位置周辺に隠すことができるスペースがなく、ス

クリーンの外部に取り付けることができない。そこで

スクリーンが巻かれているアルミ製のロール内部に装

置を収め、外観を保つことにした。
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図３ ロールスクリーンの取付位置とロール内部

この場合、図４のような構成になるが、バッテリー

の充電に少し手間が必要になるので、充電周期が 6ヶ

月以上になるようにモータ性能や制御電力を選択した。

そのため、ロールカーテンで用いたエンコーダーに

よる巻上げ位置の検出を止め、ホールセンサとウエイ

トバーに埋め込んだ小さな永久磁石によって、巻き上

げ終端を検出することにした。またコストを下げるた

めバッテリーは市販のUSBバッテリーを用い、12Vま

で昇圧してモータを駆動している。BLEの電波強度が

アルミ製のロールの影響でどれだけ低下するか心配で

あったが、実際に動作させると5m離れても問題はな

かった。さらに、今回の製作にあたり、新規の構造部

品を用いず、簡単な加工だけで収納を実現しているた

め、既製品の改造がローコストで可能となった。その

結、高い評価が得られ商品化に向けて一歩前進するこ

ととなった（図５）。

図４ ロールスクリーン用昇降システム

図５ 昇降の実演と評価の様子

４．今後の展開

今後の商品化やプロジェクト拡大へ向けては、

・商品化のための市場調査（特許、モニタリング、

生産受注先の確保、各種規格への適合性）

・製品のブラシュアップ（品質安定化のためのパッ

ケージ化、製造工程の簡素化、高性能化）

・他製品への応用

・共同開発企業の増加

・開発基盤技術の高度化

などを考えている。

５．まとめ

・工学技術が商品開発に結びつく、分野や機会を、「提

案」という形で発信させ共同開発に発展させること

は、実用的なものづくりの流れや条件を把握できる

環境を提供できる点で非常に有効である。

・学生と企業の技術レベルの適合が重要であり、お互

いに成長できる関係が望まれる。
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